温泉研究所業績目録（昭和34年8月現在）　温泉化学部門 by Institute for Thermal Spring Research, Okayama University,
13
温 泉 化 学 部 門
講 演 題 目
昭 和 2 5 伴
1 芦沢 唆:鳥取県下温泉並びに地下水のフッ素含塁 日本温泉科学会 (1950年)4月
2 芦沢 唆:価酸含有泉の成因に対する考察 日本温泉科学会 (1950年)4月
5 芦沢 唆:温泉分析法の研究 (第1報) 日本温泉科学会 (1950年)4月
4 芦沢 唆:酸性縁薯泉の医化学的研究 日本温泉科学会 (1950年)4月
5 御船政明:温泉の吸引が周囲の源泉に及ぼす影響 岡山医学会 (1950年)6月
6 芦沢 唆:有機試薬による金屑クロマトグラフ分析法 水銀,カドミウム,ビスマス,銀
等の分析法とその応用例 地球化学.分析化学討論会 (1950年)9月
7 斎藤信房,芦沢 唆:三朝温泉の強放射性温泉沈澱物について (第1報)温泉沈澱物の化
学組成 地球化学.分析化学討論会 (1950年)9月




昭 和 2 6 年
10 芦沢 唆:有機試薬によるRaBの新測定法と応用例 日本化学会第4年会 (1951年)4月
11 芦沢 唆:イオン交換樹脂による放射性元素の濃縮と分析への応用
日本化学会第4年会 (1951年)4月







昭 和 2 7 年
1占 梅本春次:鳥取県三朝温泉の地球化学的研究 (第2-4報)やひすいの湯'の化学成分の変




18 梅本春次:硫酸イオンの簡易半定量法 日本分析化学会第1年会 (1952年)9月
19 杉原 健,夕日 瀬戸内海畠峡部に於ける地下水の塩素量について
地球化学討論会 (1952年)11月
昭 和 2 8 年
20 梅本春次:放射能泉中の RaB の定量法 日本分析化学会常会 (1953年)2月
21 梅本春次:鳥取県三朝温泉の地球化学的研究 (第6-8報)2,3の源泉に於ける放射性元素
について 日本化学会第6年会 (1953年)4月
22 杉原 健:温泉の老化に関する研究 (第1報)三朝温泉の湧出後の珪酸塩の変化について
日本化学会第6年会 (1953年)4月
25 梅本春次:温泉地の井戸水中並びに土壌に附着しているC1∴SO｡目 について (第7報)温
泉所在の化学的探査法の可能性 日本化学会中国四国支部常合 (1953年)5月
























(1)及び三朝の-源泉に生育する藻類 Rhizoclolium hieroglyphicum (2)を第1報に示し
た方法に準じて分析し,第1報及び HarroldW.Nuilerの海藻に関する研究結果と比較して
2,3の興味ある結果を得た.










昭 和 3 0 年
55 梅本春次:河川の水位が温泉に及ぼす影響について (続報)
日本化学会第8年会 (1955年)4月 論文No.71参照

















































昭 和 3 1 年































































































































































































































































































































































論 文 題 目




























19 (第14報) トロンの皮膚からの吸収及び浴室内空気の トロンについて
20 (第15報)温泉中の放射性元素の応用及びラジオトリウムについて
岡大温研報 5(1951年)8月
21 芦沢 唆:有機試薬による金属クロマ トグラフ分析法とその応用
岡大温研報 5(1951年)8月
22 芦沢 唆:天然水中のマグネシウムの比色定量法 岡大温研報 5(1951年)8月
25 芦沢 唆:微量血液中のマグネシウムの比色定量法 同大温研報 5(1951年)8月










28 芦沢 唆:三朝温泉の化学的研究 (第16-17報)
(第16報)温泉沈澱物について
29 (第17報)ラジウムB含量 とその測定法 岡大温研報 6(1952年)3月
50 芦沢 唆:新しい試薬によるカルシウムの直接比色定量法及び直接滴定法 (続報)
岡大温研報 6(1952年)3月




55 芦沢 唆:ホウ酸の新比色定量法 と鳥取県温泉のホウ酸及びフッ素含量有について
岡大温研戟 6(1952年)3月
54 御船政明:鳥取温泉の源泉飽和度に関する予備調査報告 岡大温研報 6(1952年)3月
55 梅本春次:RadonContentofMisasaHotSprings,Japan
岡大温研報 7(1952年)8月
56 梅本春次:温泉の吸引による結果に対する1,2の考察 岡大温研報 7(1952年)8月
57 芦沢 唆:硫黄泉の成因に関する黄鉄鉱多硫化物説 岡大温研報 7(1952年)8月
58 梅本春次:鳥取県三朝温泉の地球化学的研究 (第1-4報)やびすいの湯/'の化学成分の
変化 日化 73(10.ll.12)(1952年)














47 杉原 健 :鳥取県三朝温泉の硝顧塩の分布 岡大温研報 9(1953年)1月
48 杉原 健:地下水による放射能泉の探査について 同大温研報 9(1953年)1月
49 杉原 健外:片山病発生地域の地表水の化学的研究 (其の2)
岡大温研報 9(1953年)1月
50 梅本春次:鳥取県三朝温泉の地球化学的研究 (第5報)Cl~,SO2~,HCO 3~,泉温の関係
日化 74(2)(1953年)
51 梅本春次:放射能泉中の RaBの定量法 分析化学 2(3)(1953年)
52 梅本春次:温泉地の井戸水並びに土壌に附着しているC1~,SO｡2~について (第7報)
温泉所在の化学的探査法の可能性 岡大温研報 10(1953年)3月
55 杉原 健:山陽地方の温泉の化学的研究 (第2報) 同大温研報 10(1953年)3月
54 御船政明:関金温泉及び皆生温泉の泉質について 岡大温研報 10(1953年)3月
55 梅本春次:OntheEquilibriumbetweenRadon,RadiumandRadiumBin
RadioactiveMineralWaters:Bul.Chem.Soc.Japan.26(3)(1953年)














占2 芦沢 唆:縁ぽん泉に関する研究 (第4報)縁ぽん泉飲用後血液内微量金属元素の動きに
ついて 同大温研報 13(1953年)12月









86 (第7報) 仝 上






















昭 和 3 0 年
69 梅本春次,田中重男:温泉地の井戸水中並びに土壌に附着している C1-,SO42~について
(第9報)島根県鷺の湯温泉 岡大温研報 15(1955年)3月















































































thenneutralizedtop-nitrophenolwith6N ammonium hydroxide.ForpH control,
2.0m1.0faceticacid-sodium acetatebuffersolution(pH4.5)wasadded,then0.5
m1.5% sodium thiosulfatesolutionadded,after5mュn.1.0ml.saturatedaqueous
solution ofo- nitrosoresorcinmonomethylether,volume adjusted to 10.0 ml. by
additionofdistiledwater,solutionheld15min.,extractedWith3×2ml.carbon
tetrachloride,thecarbontetrachloridextractdiscarded,andtheaqueoussolution
centrifugedtoremovethesuspendedcarbontetrachlorid.Thesupernatantaqueous
solutionwastransferredtoa20-mm.absorptioncelanditsabsorptionmeasured
at700m/∫WithShimadzu'sphotoelectricspectrophotometer.
Theinterferenceofcopperisavoidedbytheadditionofthesodium thiosulfate,
andtheothersubstancesremainingaftertheremovalofproteinfrom serum donot
glVeanyappreciableinterference.
80 田中重男:Differentialthermalanalysisofhydrousferricoxideformedbydirect
neutralizationofferricchloridesolution 岡大温研報 20(1958年)1月
81 田中重男:鳥取県三朝温泉の温泉水中の二価鉄及び可還元鉄の密栓放置による濃度変化に
ついて 岡大温研報 20(1958年)1月
82 梅本春次,阪上正信:放射性堆積物の地球化学的研究 (第1報)鳥取県人形峠堆積層とこ
れに含まれるウラン,ラジウム 日本化学雑誌 79(1)(1958年)
含ウラン堆積屑である鳥取県側人形峠堆積層の一断面をとらえ,その各層について,放射能
測定,ウラン,ラジウムの定量を行い,これらと同時に行った分光分析,マンガン,鉄等の定
量値,示差熱分析,Ⅹ線粉末写真等の結果とを比較検討した.すなわちシマ状互層の黒色部に
おいてとくに放射能が著しく,この部分はマンガンの濃縮していること,またその放射能は,
5.4×10~9g/g含まれているラジウムに大きく依存していることを知った.また本堆積層中の粘
土鉱物は主としてハロイサイトであり,これとウラン含有量との間に量的関係の認められるこ
とを推定し得た.なおラジウムとこの粘土との問には,マンガン質沈積物との問に見られるよ
うな密接な関係はない.
なお同時に砂レキ層より得られたリン灰ウラン石の分析を行い,その生成年代を推定し,こ
れと本堆積の地質年代,および上記堆積各層中のウラン,ラジウム含有量とから,堆積後の地
下水によるウラン,ラジウムの溶出を考察した.
なおラドンの逸散についての測定,浴液法によるラジウム測定装置の組立てとその方法.戻
酸ナトリウム分離とリン懐アルミニウム共沈,さらにクペロンによる妨害除去ののち,糧状鉛
による還元と硫酸第二セリウムを用いるウランの容量分析法の検討と実施方法を付記した.
85梅本春次,市川倫夫,渡辺昌介:ロ紙上の斑点によるウランの定量法
分析化学 7(4)(1958年)4月
35
ウランとフェロシアン化カリウムはロ紙上で反応して茶褐色を呈する.この反応をロ紙上で
均一にしかも大体一定面積上におこきせ,その吸光壁を測定して本邦産ウラン鉱のウランの定
量を行 う方法を試みた.
試料中のウランを王水に潜解し,鉄などの元素とともにアンモニア水で水酸化物の沈澱とし,
硝酸に溶解後蒸発乾固して,少量の石肖硬に活かし,硝酸アルミニウムを加えて酢酸エチルにて
ウランを抽出し,酢酸エチル溶液をロ紙上に落し,乾燥 後フェロシアン化カリウムの水溶液に
て発色させ,生じた斑点をパラフィンで固定して,ロ紙光電光度計で吸光変の測定を行 う.秩
量曲線は毎回作成の必要がある.誤差は最大10%程度である.
84 阪上正信:前線反応を利用するペ-パークロマトグラフィーによるウランの簡易微量定量
法 分析化学 7(5)(1958年)5月
ウランの分析法は一般に複雑であるが,一方資源探査上などにおいて単に放射能にのみ目安
をおくことは,他の放射性元素との混同の危険をともなう.簡易分析法としてのペーパークロ
マ トグラフィ-を検討,改良し,再現性および感度に望ましい結果を得た.すなわち発色試薬
であるフェロシアン化カリウムをペーパー上に待機させ.その前線において.酢酸エチルに抽
良,上昇してくるウランを逐次反応呈色させ,その直線状の呈色線を標準系列のそれと比較し
定量する.なお試料は硝酸アルミニウムを多量に含む硝酸浴液とし,渡紙には1×40cmに切っ
た東洋油紙No.51を用いた.
本法によりベーパ-上0.02γのウランも検出し得るので,1gの固体試料または1Bの試料水中
の10~2-10-6gのウランを定量し得た.なお本法においては鉄,銅その他の妨害 もなく,誤差 も
±30%以内にとゞまり,再現性および保存性 (パラフィンに浸すと透過度が増すとともに保存
可能)を確保し得る.本法はウランの地化学探鉱,鉱床での分布の研究,さらに精密分析の予
備手段として有効である.
85 梅本春次,原田光,岡部茂,宮腰潤一郎,阪上正信,田中冒也,御船政明:
鳥取県東郷松崎温泉に関する研究 岡大温泉報 23(1958年)10月
